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桜は毎年咲いてくれます
３枚の桜写真は 2020 年から今年までそれぞれ１年毎に違う都内の桜です

数十年に一度、咲くといわれるリュウゼツラン（竜舌蘭）
今年の春、築地川銀座公園で開花しました

写真でGoToトラベル

会員の皆様の故郷や
思い出の場所の写真募集中！

里山の春
埼玉県東秩父村
（2022 年 4月）
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　令和４年1月26日（水）、板橋区立グリーン
ホールにて、リポーター、俳優、モデルと様々な
方面でご活躍されている阿部祐二様をお迎えし
て、東京税理士会板橋支部の新春講演会が行わ
れました。
　講演のテーマは、『現役リポーターが語る業務
に役立つ相手の心を開くコミュニケーション術』で、相手の心に入り込むために、相手を慮る気持ち、相手のお名
前をきちんと呼ぶこと、自分の考えは一旦置いておき相手の主張に同調することといった、阿部様が長い取材経
験等を通じて学んだことをご教授いただきました。
　これまで、論理的に説明しても相手の主張とぶつかり、良い方向に進まないということも多々ありました。ですが、
今回の新春講演会の内容を振り返って考えたときに、意見が衝突したものの中でも、よりよいコミュニケーション
でもっと良い結果に誘導することができたものもあったのではないかと思いました。
　講演の終盤には、新春講演会の参加者に高校時代の同級生がいることも分かり大いに盛り上がりました。

新春講演会
吉本勝也（２班）

１．月例研修会 ※日程、テーマ等の情報は決定後に順次支部ＨＰで通知します
 ① 月例 2022 年 5月18日（水）14:00 ～16:00　グリーンホール１F
  『関与先からの相談に応える中小企業M&A 知識とスキル』
 ② 月例 2022 年 7月19日（火）14:00 ～17:00　
 ③ 月例 2022 年 9月16日（金）14:00 ～16:00　
 ④ 月例 2022 年 10月18日（火）14:00 ～16:00　
 ⑤ 月例 2022 年 11月中旬　14:00 ～17:00　
 ⑥ 月例 2023 年 1月中下旬　14:00 ～16:00
  綱紀・確定申告関係（予定）
 ⑦ 新春 2023 年 1月中下旬　15:30 ～17:00　
 ⑧ 月例 2023 年 2 月中旬　　14:00 ～17:00

令和４年度の支部研修予定（2022.4.13 現在）

２．その他の主な研修
 ・夜間研修会（支部・政治連盟共催）
 ・マルチメディア研修
 ・第六ブロックジョイント研修会

36 時間研修達成と研修受講率の向上に、皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

税理士会板橋支部 検索

―お知らせ―
研修予定につきましては、支部ホームページの会員ページ
でも随時お知らせしておりますのでご参照ください。
　板橋支部ＨＰ：http://www.itazei.jp
　　→会員ページ（パスワード入力）→研修案内
【会員ページパスワード】は事務局までお問い合わせください。
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税務支援対策部　山上　淳（４班）

　新型コロナウイルス感染症が拡大し、まん延防止措置が施行されている中、1月26日から2月10日まで延べ12日間行

われた令和3年分の確定申告無料相談は、会員の皆様のご理解とご協力のおかげをもちまして無事に終了することが出

来ました。この場をお借りいたしまして皆様に心からの御礼を申し上げます。

　各会場の来場者数につきましては、常盤台会場が325名、下赤塚

会場が310名、志村会場が156名、高島平会場が756名で、総計

1,547名でした。

　従事された会員は延べ223名で、このうち欠員者が4名ありまし

たので、総従事会員（正副責任者・専担者含む）、1名当たり7.06名

の来場者の受け持っていただいたことになります。

　今回の確定申告無料相談を実施するにあたり①新型コロナウイ

ルス感染症対策、②予約システムの運用方法、③スマホ申告への対

応、④効率的な相談の実施、⑤キャンセル者の代替要員の確保、が

大きな課題でした。

　実際に無料相談会が始まると予想よりも来場者数が少なくて、

来場者をあまりお待たせすることなくスムーズに相談実施が行え

ました。このことは、新型コロナウイルス感染症の拡大で来場者自

体が不安になっていたと考えられることや、事前予約システム導入

等の効果と考えております。なお、このシステムは来年以降も採用

される予定です。

　新型コロナウイルス感染症の拡大中の実施であった為に、濃厚

接触者になられた等の理由で21名の方がキャンセルされました。

繁忙期に濃厚接触者等になられた会員の方々は、さぞ大変な思い

をされたかと思うと、いたたまれない気持ちになりました。また、代

替要員の確保につきましては、事務局の方々が本当に必死に頑

張ってくださいました。ありがとうございました。

　本年は昨年と異なり確定申告無料相談の中止に関しましては、

板橋支部を含む各支部には決定権がありませんでした。実施の決

定を聞いた時、最悪の事態が発生したら・・・と不安になったことを

昨日のことのように覚えております。　

　会員の皆様も私と同様にとても不安であったと思います。それに

も関わらず力強いご協力をいただき、その結果、無事に確定申告無

料相談を終えることが出来ました。改めまして、感謝申し上げます。

　また、来年実施される無料相談につきまして、会員の皆様をはじ

め関係者の方々の安全確保のため、より一層のコロナ感染症対策

を講じてまいります。引き続き、ご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

令和3年分確定申告無料相談を終えて
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　オリエンテーション・・・それは進路・方針を決定すること、またはその
説明をいう。

　２０２１年１１月１９日１７時東都の北西に位置する板橋区にてそれは行わ
れた。
　グリーンホールと改名されて久しい旧板橋区立産業文化会館に１４名

の新たなる会員が招かれた。この１４名はなにが行われるのか・なにを見せられるのか心こ
こにあらずであった。
　エレベーターを上がればもう戻ることは出来ない。それは会員のみが参加できる結社
の会なのだから。
　開始時間となりオリエンテーションは始まった。会は重々しい支部長のあいさつから
流れ始め、新入・転入会員に自己紹介が求められた。これは新入・転入会員に対する最初の
ハードルであった。緊張のなかハードルを越えた新入・転入会員につぎつぎと組織の各部
署の役割について担当者から説明がなされていく。それはまさに組織の進路・方針の説明
であった。説明は口頭・スライドと様々な方法で参加者に組織への関心を惹起させるもの
であった。会合は厳かに進み組織への積極的な参加を促してその説明を終えた。
　そして、さらなるプログラムは東税協共栄会業務推進協議会の出番である。ここでは大
同生命相互会社の業務説明と税理士協同組合との関係について滔々と語られるのである。
あまりに密接な関係に三密に触れるのではないかと心配になるくらいであった。
　つづいて東京税理士協同組合の監事を務められている先生から組合加入の勧めがさ
れた。先生は加入金がいかに有利であるかを数度にわたって説いておられた。あまりにも
「１万円ポッキリ」を唱えられたため、目出度くも「ポッキリ先生」を襲名される運びに相成っ
た。歴史的な場面に立ち会えたのは実に幸甚であった。
　まだ夜は更けておらぬ。
　組織は参加者をさらなる深みへと誘う。すっかり暗くなった初冬の空の下をさらなる沼
地へと足を進める。そこは懇親会と名付けられた会場で、イタリアーンな美食の場なので
あった。
　ここから先は語ることが出来ない、否、参加したものにしかその喜び、楽しみを味わうこ
とは出来ないのだ。
　すべての参加者に感謝を捧げ、税理士に幸有らんことを願うのである。

　次はあなたの番ですよ・・・

安井教雄
（６班）

新入・転入会員オリエンテーション、無事に開催
令和３年11月19日、板橋区立グリーンホールにおいて、２年ぶりに「新入・転入会員オリエンテーショ
ン」を開催しました。コロナ禍に入会いただいた会員と対面での交流がようやく実現。広報部一同も大変
嬉しく感じました。参加者の感想をご紹介します。
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　令和3年11月19日に開催されたオリエンテーションに参加させていた
だきました。
　私は令和2年に会員として登録したのですが、会員登録した年はコロナ
禍でオリエンテーションも確定申告相談会も開催できなかった1年でした。
そのため、支部活動どころか、板橋支部の方々とお会いする機会もなく2
年目になっていました。このままでどうしようかと思っていたところに、オ

リエンテーションのご案内をいただきホッとしたと同時に、突然参加して大丈夫かな？と急
に不安になったことを覚えています。
　オリエンテーションに参加して、最初に感じたのが、こちらが拍子抜けするほどに「wel-
come」な雰囲気であったことです。まるで昨日も支部活動でお会いしていたかのように
受け入れていただき、今まででのドキドキはなんだったのかと思わず笑顔になってしまい
ました。そして懇親会では、ソーシャルディスタンスを保った上での距離感の近さ、また板
橋支部への熱い思いにも驚かされました。同じテーブルを囲んだ先生が「みんな板橋が好
きで、板橋をよくしていきたいと思っているんだ」とおっしゃっていましたが、ほんとに皆さ
んがそのような気持ちでいらっしゃることを実感し、そんな板橋支部に加入できてよかっ
たと感じました。
　まだまだ分からないこともいっぱいあり、ご迷惑をおかけすることもあるかと存じます
が、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

川嵜妙子
（１班）
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氏　　名／廣瀬　大士
　　　　　（R3.12.21新入・6班）
登録番号／147495
事 務 所／赤塚8-16-3
電　　話／080-5004-9239

ひろせ　　たいし

新入会員

令和４年３月31日現在（敬称略）

新入・転入会員紹介は じ め ま し て

氏　　名／代田　達也
　　　　　（R3.12.21新入・5班）
登録番号／147497
事 務 所／高島平9-41-1-702
電　　話／03-3935-5668

しろた　　たつや

氏　　名／小林　弘和
　　　　　（R3.12.21新入・4班）
登録番号／147513
事 務 所／前野町2-36-6-711
電　　話／070-8475-5439

こばやし　ひろかず
氏　　名／武田　紀仁
　　　　　（R4.1.27新入・3班）
登録番号／147707
事 務 所／東山町13-15-701
電　　話／080-8892-5733

たけだ　　のりと

氏　　名／福原　恭子
　　　　　（R4.2.24新入・3班）
登録番号／147887
事 務 所／大谷口2-25-3
電　　話／090-6103-5380

ふくはら　きょうこ
氏　　名／逢坂　苑華
　　　　　（R4.2.24新入・6班）
登録番号／147895
事 務 所／赤塚1-17-20
　　　　　サンパレス赤塚406
電　　話／090-4659-0540

おおさか　そのか

氏　　名／森安　圭介
　　　　　（R4.2.24新入・6班）
登録番号／147918
事 務 所／赤塚新町3-32-14-305
電　　話／080-5421-9956

もりやす　けいすけ
氏　　名／前田　大輔
　　　　　（R4.3.23新入・5班）
登録番号／148104
事 務 所／志村1-19-24-106
電　　話／080-1295-0546

まえだ　だいすけ

氏　　名／島村　康介
　　　　　（R4.3.23新入・2班）
登録番号／148144
事 務 所／栄町12-5　島村哲朗税理士事務所内
電　　話／03-3964-0074

しまむら　こうすけ
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令和4年 4月 13日 常会・月例研修会
 5月 18日 常会・月例研修会、幹事会
 6月 28日 第66回定期総会
 7月 19日 常会・月例研修会
 9月 16日 常会・月例研修会
 10月 2日 仙台中支部との連絡協議会
   （於仙台）
 10月 6日 税のよろず無料相談
 10月 18日 常会・月例研修会、幹事会

板橋支部会員数（令和４年３月31日現在）　支部会員数／434名（男348名、女86名）　支部法人会員数／20事務所

事 務 局 だ よ り
老朽化が目立っていた会議室の椅子をリニューアル
軽量化と機能性もアップして座りやすさも向上しました。
会員皆さまの支部活動にご活用ください。

松原信夫（2班）
　令和4年2月1日ご逝去
小幡正助（6班）
　令和4年3月17日ご逝去

謹んで哀悼の意を表します。

転入会員

会員掲示板

お世話になりました

倉内　健介　四谷支部へ 
佐々木友美　麹町支部へ 
祖父江五郎　業務廃止 
池下　和人　東村山支部へ 
池下　嘉人　練馬西支部へ 
佐藤　允史　業務廃止 
岩谷　宣孝　中国会へ 

事務所移転しました

三浦惠利香　高島平5-41-12
　　　　　　（５班→５班）
柱山　　歩　赤塚7-7-2
　　　　　　フリーダム梅の木604
　　　　　　（６班→６班）

氏　　名／丸山　光幸
　　　　　（R4.2.24転入・1班）
登録番号／140749
事 務 所／板橋1-53-2ＴＭ21ビル302号室
電　　話／03-6909-2281

まるやま　みつゆき

氏　　名／牛田　　惠
　　　　　（R4.3.16転入・6班）
登録番号／131803
事 務 所／成増1-9-11-202
電　　話／03-5998-5115

うしだ　　めぐみ
氏　　名／小林　義信
　　　　　（R4.3.24転入・5班）
登録番号／141108
事 務 所／高島平1-81-13-701
電　　話／090-1027-9046

こばやし　よしのぶ

いたばし歳時記

訃　報
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認知症のリスク対策をお手伝いします！ 
お気軽にご相談ください。
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る
の
が『
家
族
信
託
』で
す
。家
族
信
託
を
利
用
す
れ
ば
親
に

代
わ
って
信
頼
で
き
る
家
族
に
財
産
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介護保険のご相談は･･･ 家族信託（民事信託）のご相談は･･･
0120-922-752 03-3345-0600

「あの時、
 話し合っていて
 良かったね」

もうすぐ認知症700万人時代が到来します。
認知症はいつ誰がなってもおかしくない病気。
だからこそ、安心して老後を暮らせるように
元気なうちにご家族で話し合ってみませんか。
認知症にともなう介護のこと、お金のこと。

認知症は、
ご家族の身近な問題です。

「介護保障ガイド これからの介護リスクに備えるために」　
制作：（公財）生命保険文化センター

介護ガイドブック差し上げます。
これ１冊で安心！
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　青年部の久々の行事・いたばしプロレス
（以下「いたプロ」）交流会が令和3年12月10
日に板橋区立文化会館にて開催されました。
　いたプロは大会のポスターが区内のいろ
いろなところに貼られているので、皆様も存
在はご存知かもしれません。
　今回は、そのいたプロ代表のはやて選手と
まるこ選手を講師にお招きし、実際のプロレ
スの試合映像も交えて、お話をお伺いしまし
た。
　プロレスのお話や試合の映像はもちろん、プロレス
ラーになられたきっかけやいたプロ旗揚げの経緯も
興味深かったです。特に、板橋区に恩返しをしたい、板
橋区を盛り上げたいと仰っていたのが印象的でした。
　場所を移した懇親会にも、はやて選手とまるこ選手
がご参加され、マニアックなお話も披露して頂き、とて
も楽しく過ごすことが出来ました。
　ハッピーロードマン等ご当地レスラーもたくさん所
属しているいたプロ。コロナが落ち着けばまた区内各地で開催されるかと思いますので、お近く
でお見掛けされたら、ご覧になられるのも良いかもしれません。
　お忙しい中、貴重なお話をお聞かせ頂いたはやて選手・まるこ選手、企画頂いた青年部の皆様、
ご参加頂いた先生方、本当にありがとうございました。

いたばしプロレス交流会 開催
(青年部行事) 岡東　聡（３班）
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